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本日は 報 告ありませた。

日―夕リー館 奉仕の績神にてごェ 「さし、

魂

費 判瞬 描 競 勤 行 ぐ鋳 例 翁

9月 4日 (日)～5日 OR)

4日 i観光 (天竜下り 妻 走 ■野辺譜の

5日 i刃 事会場□一タリー館にて例寄 空

突 鮒 曳見学

″ヽんぼのfa惇 訪FJ

◎司会

0康

SAA委 員会 管 材  宏

=章項を Jt すヽ 」信現多

ツングリーター 秀 赴  伎

考章壊と Jになす 」=現多

t委員会報告|

◎出席報告        出 療委員会 速 熙 二 郎

会員後数     4 2名

出席錫 者数   4,名 (出席免除者 I名 )

出席者数     77名

久席者数      24名 (事前 γ υO名 )

出麻票   42 46%

糖填 lVr υ!な し

◎ニコニコBOX   規 産お効容民合 穴日  4

Jけす 牟彦 究 地球淳会場にての例会 大 勢の参加を

痕き あ りがとうございます。

篠崎 一 雅 15月 年記食事業i策 事終了し 昏棟ありが

とうございました。鬼力会の愛 地球博楽

◎□―夕リーソンク 『卒仕の駒

銀   J防   義

$

隣

~
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本国は 報 告は あ りませた。

先日 i5周 年は 皆様のご協力に寄りまして

競 に符わりました。基謝いたします。

今回の移動例会は 75周 年の農力tウヤaています。

大しヽに楽しみましょう。

ぁす4b  較 移動例会面白そうですネ。

宮本オ  宏  呻 参功]を1己全して。

,毎野 策 ― ペ ビリオン   し くヽつ廻れるかしら

晟生口茂大 万 悼会場へ人の山を見学生しに未ました。

― れましたので

足立凋三郎 奥 →じ持車にての移功例会わめでとう。(口

―タリーr∽月年記窟店)

途森 二 郎 災 地球浮日―タリー館入館を邑己食して。

,抑ヨ 接 二  鋼 勢移到 会を祝 して。

浩E  昭  な し。

田島真由巣 雨の万淳残食 ′今日一日楽 しむことにしま

しみです。

黄 咋 夜は3(配 かけました。元気になりまし

た。ありかとう。

す 。
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内日  ん

焚 地 球惇 雨 で表食 ′

万ほ□―タリー館の木―ルはなかなか良ト

です礼 府でt卑 囲うシくあります。

□―タリー万振

万博会場にとうとう未ました。人かいっ!ぎ

いで疫れるね。

雨にt負 けず ′′みたなで案 しく。

EXPOに ての移動例会 雨 だけ力場企 で

す 。

ペスの中で1封けす会長 足 立委員長の ウト岳なる古城の

ほとり 雲 白く透子た しむ  jの 数や朗読t始 まり

アカデミックなク＼えな行となりました。

翌日の万博見学は生僧の市の中となつてしましヽましたが

日―タリー館だけはすいてしヽで を ち岩い/t雰囲気で

邑己全にな推 が出未ました。

El一タリー団 町□で

モリソウのあ出空え

(告茶にあわせてこリフワチ

動_tます )

の合併 ▼23,C100(累 計 Y323,003)

◎戯 銀  ,tオオ 彰

≪期説動輛i≫

4日 (日)早 執 末 ニブラザ木テル効害の前を出発。天

気テ報は府でしたが 運 良く 吉 空の下 全 員集合で出

発することが出来ました。

日曜日なのに 護 のた力■すがよかつ/‐のか 中 肉 葛'お古

tス ムースに    10時 前に飯田に着さまし/‐。

天竜下りにはよ却的笥力埠 かつたので 飯 国の名度 r末

弓ル のあ店に立う寄り そ の後 炎 天下の天竜下りとな

りましたが さ す力く 作勢H。舟をお金疑はさオ9やかでし

たも午後から木曽の書楚宿あ馬篭宿を見携 古の旅人に

足卜を馳せまし/1も

ロシア塩でのマチモスの全賃格

ず
ⅢⅢ
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(今週の担当 伊 畢ケイ子)


